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「平成17年度山形県埋蔵文化財発掘調査報告会」 開催のお知らせ
と き： 平成17年12月23日（金 ・祝日） 9 : oo-16: oo 
ところ ：山形国際交流ブラザ（ビッグウイング） 2階 入場無料
内 容 ．発掘濶査報告、出土追物の展示、く企画展＞山形の弥生土器

く体験コーナー＞勾玉つくり など

財団法人山形県埋蔵文化財センター

YAMAGATA PREFECTURAL CENTER FOR ARCHAEOLOGICAL RESEARCH 

〒999-3161 山形県上山市弁天-丁1'115番1号 TEし 023-672-岱Olij~ r,,, X 023-672ぷ洛6
ホームベーン ：http:// www.yama邸tamaibun.orJP 
メールアドレス ：kenkyuuka@yamagaはmaibun.orjp 



饂舗翡匠琶舅軍襲
年代 時代 今年度発掘調査遺跡

今年度は国土交通省や、県農林水産部・土木部・教
育委員会・日本遵路公団（東日本高速道路株式会社）
からの委託を受けて、県内22遺跡の発掘調査を行って
います。今回はその中から 5遺跡について、発見された

生活の跡や当時の人々が残した道具などをトピックスと
して紹介します。
なお、ホームページでは各遺跨の調査状況を、速報と
して毎週お伝えしています。合わせてご覧ください。

(www.yamagatamaibun.or.jp) 
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弥生時代のお墓！

菊とプドウで知られる南閣

iiiでは、現在国道113号パイパ

スエ？ドが盛んに行われていま

す• この工事に先立って行わ

れている百刈田遣蹄発掘調査

で、似内では投重な弥生時代
aいそう 1、

中期の再拌沿群が発見されま

した。地及から約lm、黒色の

粘土肘から 15~ほどの再拌硲

が姿を現しました。再葬硲と

は、主に弥生時代に行われた

埋杵の一形式で、迫体を一度

-1:t化してからこれらをまとめ、

改めて埋拌したり、壺や甕

石棺などに入れて埋めるものです。

ひゃくがりた

南陽市百刈田遺跡

、____ .,. 
905号再葬墓の出土土器

905号・908号再葬墓の全景

白•刈田遣跡ではこの再葬秘の跡から、 函や鉢などの土器が 1 個～数個まとまって出土しています。 20mほどの

範囲にまとまっているようです。出：tした土器には弥生時代中期（約2000年前）に特徴的な同心円や渦巻き、三

角形の文様が描かれています。
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雌径⑩蒟詫⑩翌珈

平安時代末期の筋冶に

関係すると考えられるカ

マド状追構です。長軸は

約4mで、先端部がドー

ム状になっています。ま

た、先端部の!¥tclii上部が．

高い熱を受けていた様子

がうかがえます。

じょうしeめん

山形市上敷免遺跡
’‘りやす

山形市の北部、成安地区にあり、対j'/1右
Iやの自然堤防上に立地する平安時代前期と

同末期の道蹄です。

調在により、平安時代前期では、竪穴住

居跡28棟、i罰跡、8状辺構等が検出されま

した。平安時代末期では、 L字状の庇を有

する大型の掘立柱建物跡をはじめとして、

砥、カマド状追構などが検出されました。

平安時代末期の、 L字状の庇を持つ掘立

柱建物跡です。
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平安時代末期と

考えられるお紹で

す。長さ33Clヽ程の
¢セ
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月-fが出土してい

ます。

自然堤防の高い所には、竪穴住居跡が並んでいます。当時の 自然堤防の一段低い所には、南北方向の沖跡

人達が、自然の地形をうまく利用していたことがわかります。 と、束酉方向の品状追構が多数検出されました。
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平妥街fSY)土器製倖地！
よんしがさわ

鶴岡市万治ヶ沢遺跡

B地点中央部 平安時代の土器を伎いた跡が密集しています

鶴岡市の水沢駅から酎西力向の約2.8kmの、熊野長峯の尾根上に立地する縄文時代と平安時代の複合迫跡です。

A地点は、 主に純文時代の狩猟に関係する小規校な追跡です。縄文時代中期（約4500年前）の土器と石器などが

出土しました。

~ 8地点は、 平安時代の「赤焼土器」と坪ばれる」；器を焼いた跨が l数墓見つかっています• 土器を焼いた跡は、
直径2-3mの地面を浅く掘り込んで造られ、 2-3!J; が頂なり合うように見つかりました。そのほかに、大き

な炭窯が3基と、縄文時代の落し穴が見つかりました。炭窯は製鉄や鍛冶に関係する可能性があります。平安時

代の近物では、赤焼士器のほかに須恵器が見つかっています。

-B地点土器を焼い
た場所が固なり合っ
ています

← B地点で見つかった
炭窯跡
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且琵造置翌⑩園勺
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酒田市亀ヶ崎城跡

木製品出士状況と天目台

天
十
二
（
天
正
十
二
年）
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月
廿
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日
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木簡の出土した溝 木簡と一緒に出土した遺物

〇≪んふ
今回の調査では、允ヶ崎城跡が束禅寸城と呼ばれて

いた戦国時代の遺構 ・逍物が多く見つかりました。
●えもりくらんど

天正11年 (1583)に東禅寺城主となった前森紐人は、

天正14年に最上義光と通じて武藤氏と骰いました。上

の木節は、この戦に偏えて束禅寺城へ鉄砲玉が運び込

まれたことを示しています。

その他、 漆器碗や箸下駄など木製の生活用具や、

魚． イルカ、カキ、アワピ、ウリなどの食べ物が出土
てんもくだ9ヽ

しました．漆器の天目台は全国的にも出土例が少なく

貨頂な発見です。

軍ホ施設としてのお城、また、武士たちの生活の場

としてのお城と、当時のお城の多様な性格が、調査に

よって明らかになってきています。

礎石建物
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だいさいけ

高畠町大在家遺跡

邸吊町の中心街に

ある大在家追跡では，

奈良～平安時代の河

川跡と中～近世の城

下町が発見されまし

た。 特に巾世では、

本迫跡のすぐ束に位

illする高晶城を一時

居城にしていた伊達

氏の家紋の一つであ

る慮竺笥宵jのあ
る漆器椀が出土しま

した。同様の漆器椀

は、県内では戦国時

代の伊達氏の居城で

ある米沢城などで確

認されており、伊達

氏との関述が注目さ

れます。

近世では、江戸時

代中頃の 「1Jili.¥城絵
江戸時代末に構凝された木樋 囮』に描かれた道路

や水路が、発掘調在により確認されました。絵図では

分からなかった規投や形態、使用された時期幅などに

新たな情報を加えることができました。また、ぷ蘊と

桶を組み合わせた江戸時代末のJ.:水道施設も見つかり

ました•
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f堅三引両J文のある漆器が底面から
出土した小判型の土坑

「堅三引両J文漆器椀
ぷ｝

江戸時代前半に構築された石積み水路
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豆汽ま誼

「埋文やまがたjの購説について

広報誌 「埋文やまがた」蹟読ご希望の方は 当

センターまで電話にてお問い合わせ下さい•な

お，郵送料はご負担いただきます．

俎話023(672)5301(代表）
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注口土器
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やつめくぼ

朝日町•八ツ目久保遺跡

急須のように、注ぎ口がついた土器を．一般的に 「箱甘

土器」と呼んでいます。縄文時代の注口土器は、古くは前

期に例がありますが、器として定治し始めるのは、純文時

代中期の中頃以降からと考えられます。

山形県埋馘文化財センターが濶査を行った、朝日町八ツ

目久保遺跡からは、深鉢形の注口士器が出土しています。

純文時代中期の中頃（約4500年前）になります。この時期

の注lコ土器は．深鉢に長いゾウの鼻のような注口が付くタ

イブですが、やがて浅鉢形や鉢形のタイプが中心になって

いきます。

球形の体部から．太い注口が急角度に伸び、外側にIJIIく

口緑につながります。文様は、注口を境に、それぞれ左右., .. ..,., 
に一対の大きな禍巻文を展開させ、その間に小さな渦巻文

をうめて、文様同士がつながる構成になります。

渦巻文は、粘土を貼り付けて盛り上げ、その両側に沈線

を沿わせる「尉託籍笈jの技法で描かれます。立体的でカ

強い効果を生み出しています。 渦巻文が付いた注口部分は、

大きく口を開けた蛇を連想させます。
しら . か

大蔵村白須賀追跡でも、同時期の深鉢形の注i::1土器が出

土し、山形県指定有形文化財になっています．

これらの注口士器は、何らかの液体を入れて注ぐ用途が

-.)' 

”さい

考えられますが、数が少なく、函開な装飾を施したり、赤彩 J 
されるなど特別な作りであるため、祭りなどの院に特別な

)ll途を担った器として用いられたと考えられます．

想像をたくましくすれば．祭りの時に集落の人達が、ヤ

マプドウなどの果実からつくったお酒などを入れて、酌み

交わしていたのかもしれません。

（菅原哲文）

•• 編集後記 ・.

12月23日の報告会では、県内8追跡の調査成果につ

いて発表します。企画展では弥生時代の土器をテーマ

に展示します• また体験コーナーとして、誰でも手軽

にできる匂玉つくりに挑戦でき．手作りの品をお持ち

船りいただけますので、ぜひご来場ください。


